
  
          

令和６年１２月２０日 

九州地方整備局 下関港湾事務所 

下関市 港湾局 

 

 

下関港において九州地方整備局管内で初のLNGバンカリングを実施 
～九州・瀬戸内地域の港湾におけるLNGバンカリング拠点の形成に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

１．日  時  令和６年１２月２５日（水）１０：００～１１：３０（約９０分程度） 

※集合９：５０（別添１参照） 

 

２．実施場所  長州出島（別添２参照） 

 

３．実施内容  小型船に乗船し、LNGバンカリング船「KEYS Azalea」から一般貨物船「SHOYO」 

へのLNG燃料供給作業を海上から見学します。 

        ※ 時間は多少前後する可能性がありますのでご了承ください。 

 

４．取材について 

  １）取材申込は、「取材申込書」（別紙）を １２月２３日（月）１２：００迄にメール送信頂き

ますようお願いします。   ※乗船名簿作成のため、要事前申込。 

 

２）取材の際は、作業員の指示に従い、当事務所が貸与するライフジャケットを着用の上、安全に

配慮した行動をしていただきますようお願いします。 

 

３）身分証明書を持参いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 九州地方整備局 下関港湾事務所  TEL(083)-266-3292 

      企画調整課長  藤木 敏治（ふじき としはる） 

   下関市 港湾局 経営課            TEL(083)-231-1390   

経営課長    梶山 寛樹（かじやま ひろき） 

 

国土交通省では、LNG燃料船の寄港増加による国際競争力強化や国内外の船舶のLNG燃料へ 

 の転換を目的として、LNGバンカリング拠点形成を支援しております。 

 下関港は、本州から大陸への最短距離に位置し、本州と九州の結節点である地理的優位性 

を活かして、LNG燃料船の寄港を誘致するなど官民一体となってLNGバンカリング拠点の形成 

による船舶の脱炭素化を目指しています。 

この度、令和３年度LNGバンカリング拠点形成事業を活用して建造されたLNGバンカリング船 

 が九州地方整備局管内で初めて、長州出島（下関港新港地区）でLNG燃料供給作業を行うこと 

となりましたので、下記の通り、海上からのLNGバンカリング見学会を開催します。 

下関市 国土交通省 

 報道機関 各位  

※天候不順による船舶入港の遅れに伴い、実施日時を変更しました。（12/20 更新） 



別紙 

「LNGバンカリング見学会」 
 

取 材 申 込 書 
 

国土交通省 九州地方整備局 下関港湾事務所 企画調整課  藤 木 宛 

 

※取材申込期限 

取材希望の方は、下記必要事項をご記入のうえ１２月２３日（月）１２：００迄に 

メール返信（shimonosekikoh-k89nx@mlit.go.jp）頂きますようお願いします。 

 

記 

以下のとおり取材を申し込みます。 

報道機関 名 
 

取材者氏 名 

（全員） 

（お名前） （お名前） 

（お名前） （お名前） 

連 絡 先 

窓口（代表者お名前） 

会社電話番号 

緊急連絡先（携帯） 

 

 

※ 荒天により延期となる場合は、記載頂いた各社の連絡先まで連絡致します。 

※ １２／２５（水）１０：００～１１：３０の間は臨機応変に取材に応じます。 

（参考）当日スケジュール 

1030 前後：バンカリング船、SHOYO へ着舷 

1030-1130：バンカリングホース接続 

1130-1330：緊急遮断テスト、クールダウンなど 

1330-1730：LNG 送液 

1730-1900：ホース切り離しなど 

1900-2000：石炭船から離舷 



１２／２５（水）LNGバンカリング見学会 集合場所
【集合時間】 ９：５０

【別添１】

KEYS Azalea

小型船

【海上見学】
LNG燃料供給
作業の見学



位 置 図（LNGバンカリング）

LNG基地（戸畑）

KEYS Azalea 定係地
【西山４号岸壁】

今回実施場所
【新港ふ頭-12ｍ岸壁（新港2号）】

KEYS Azalea
〈本船概要〉
全長：82.4メートル
全幅：18.2メートル
喫水：4.8メートル
総トン数：4744トン

SHOYO

〈本船概要〉

全幅：38.0メートル

載貨重量トン数：95233トン

全長：235.0メートル

【別添２】


